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Computer コンピュータ

日本語では「電子計算機」

そもそも・・・



電子による「論理ゲート」で構成される

計算機。

論理ゲート
スイッチの組み合わせ
１と０で処理できるしくみ

電子計算機



基本は３種類

１．数値演算（自然数のみ）

２．論理演算

３．比較演算

コンピュータの計算



論理ゲート



① 両方ONのときだけ



② どちらかONなら



③ ON/OFF 逆



人の手で計算

機械で計算 17世紀ころから次々に発明された

そろばん 原型は2400年前

計算機の誕生



ENIAC
米国ペンシルバニア大学で開発
1946年完成

論理素子は「真空管」
世界最初の「汎用」コンピュータ

電子計算機の誕生



ENIAC



ENIAC内部の回路



ENIACの大きさ

17,468本の真空管
70,000個の抵抗器
10,000個のコンデンサ

幅24m、高さ2.5m、奥行き90cm
総重量30トン



ENIAC on a chip

1997年
7.44mm x 5.29mm



ENIACの説明書の一部



プログラム内蔵方式

計算手順をあらかじめ憶えさせ

↓

それをコンピュータが

自動的に順番に実行



第１世代のコンピュータ

論理素子 「真空管」

専用から汎用へ

科学技術計算から商業用へ



直径3cm GT管



第２世代のコンピュータ

論理素子 「トランジスタ」

トランジスタ＝半導体素子

小型 高速 低消費電力 長寿命



第２世代のコンピュータ



第３世代のコンピュータ

論理素子 「IC（集積回路）」

IC＝半導体素子

更に小型 高速 低消費電力 長寿命



IC

１つのIC（チップ）に

論理素子を大量に集積できる



1965～1977

IBM system360



マイクロプロセッサ

コンピュータの中心部分

「処理装置」を1チップ化したもの

当初は「電卓用」として開発



Intel  4004

世界最初のマイクロプロセッサ

日本の電卓メーカー ビジコン社が

米国インテル社と共同開発

電卓用として開発



Intel  4004

開発に携わった一人は 嶋 正利さん

静岡市出身、静岡高校卒



ICの発達

1チップに集積できる論理素子数は

指数的に増加。

今のPCで使われるプロセッサでは

ゲート数100億個以上



ムーアの法則

集積度は

2年で2倍



パソコンの登場

マイクロプロセッサにより

「パーソナルコンピュータ」が登場



パソコンの登場

パーソナルコンピュータ

低価格、個人所有可能

性能向上とともに急速に普及



NEC PC-8001



PET2001



OPI

プロセッサ
（ノースブリッジ）

サウス
ブリッジ

GPU

HDMI

メモリー

USB

SATABIOS

Wi-Fi

Bluetooth

以前のプロセッサでは

ノースブリッジが独立していた

高速な処理が求められる部分
GPU内蔵のプロセッサもある

光学ドライブ、HDD、

入力装置、プリンタ、

オーディオ等はサウスブリッジ

パソコンの構成



データ

最初期：電話でデータを伝えた

音声 電話回線

ネットワークの登場



ARPANET

インターネットの起源。

回線交換 → パケット交換

1969年、４つの大学・研究所を結んで始動。

パケット通信の登場



室内のPCをネットワーク接続

情報の共有、処理の分散

1970年 大阪万博で試験的運用開始。
LANの登場



遠隔地とネットワーク接続

情報の共有、処理の分散が拡大

WANの登場
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第3講はここまで
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